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74回生大学入学共通テストまであと38日                   発行  夢野台高等学校 

                                                      進路指導部  

 

 

11月18日にネッツトヨタ兵庫株式会 

社より松吉日菜さんを講師にお招きし、 

左記の講演会を行いました。入社3年目 

という1年生にとってはお姉さんのよう 

に身近に感じる方でしたが、働くということや仕事

のやりがい、また高校時代の過ごし方について大きな刺激を受けたことが、振り返り

から読み取れます。ここでは各クラスから代表して1名ずつ紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 N A V I G A T I O N  

― 進路指導部便り ―  第８号      2021年 12月８日 

          2019年 4月 8日 

1年生「職業人講話」 

振り返りより 

実施大綱の予告 

振り返りより 

🔵職業人の方が近い年齢で、女性という立場でもあったので話を聞けて、すごくため

になりました。トヨタという名前がある以上、何かしてしまうと責任が生じるプレッ

シャーだったり、目標販売数を示されたり、いろいろなお客様と関わっていくなど、

今まで職業とか仕事とかというのはぼんやりしていたのですが、今日の講演は「こん

な感じなんだ」という想像ができて、ありがたかったです。また、職業人の方の話し

方がとてもきれいで、営業部は常に人との関わりがあると思うので、こういうところ

を見習いたいと思いました。知識がないと会話が広がらないことや、共感しあうには

独学してでも知っていることが必要だということを聞いて、私の勉強に対する見方が

変わるきっかけにもなりました。私は「こうあるべきだ」と思う気持ちを持っていた

のですが、今日の話を聞いて、そういう思い込みをしてしまうのはだめだし、やめよ

うと思いました。販売後の方が大変だったり、マニュアルがなく毎日違う仕事をこな

さなければならないなど、話をじっくり聞けてとてもためになりました。 

（1組 女子） 

🔵マニュアルがあることがすべてではない。マニュアルがない方が自分の力を高める

ことができて、自分のやり方でできるからやりがいもあって楽しいとおっしゃってい

た。お話を聞いて、何かにとらわれすぎないことが大切だと思った。マニュアルがな

い→自由→自分で計画する→自分のやり方、のように逆の発想でどんどんプラスに 

考えていけるように頑張りたい。高校時代にキャプテンを経験したというお話は 

共感できることばかりで、自分が毎日のように悩んでいた日々を懐かしく感じ

た。自分の今までの「やりがい」ってなんだろうと考えていたけど、キャプテン

をして責任感やまとめる大変さも知ったし、皆のこともたくさん知れたし、知ら

ず知らずのうちにやりがいを感じていたことに気づくことができた。私も自分の

ことより周りのことを考えすぎるので、もっと自分のことを考えてほしいと言わ

れるけど、お話を聞いて、もっと自分を優先してみようかなと思った。努力して

結果を出すことが大好きなので、この気持ちを忘れずにこれからも頑張りたい。

12 年目に入ったピアノも頑張っていきたい。何事にも挑戦し、プラスαで取り

組めるように。人生一度きり、嫌われても、後悔する毎日より楽しく自分らしい

毎日を送りたい。今日のお話は共感できることが多くて、聞いていて楽しかった。 

                             （2組 女子） 

🔵今日の講演会は心に響いてきて、真剣に話を聞いていました。若くて年は近い

けれど、しっかり仕事をしていて、人生の先輩だと思うととてもかっこよかった

です。私たちのために高校生でやっておけばよかったこと、高校生のうちにして

おいてよかったこと、などのお話をしていただいて、今から意識できることなの

でありがたかったです。その中でもやはり勉強は大事だと実感させられました。

それと同時にいろいろな知識もたくさん身につけておこうと思いました。嫌いな

人とでも関わることは今の私は得意なので、将来いかせるために続けていこうと

思います。けれど、私は一人でいる時間を大切にできていないと思います。すぐ

に友達を誘ってしまうので、そこは見直したいと思います。今、私にはつきたい

職業も将来の夢もないのですが、焦らずゆっくりと自分が楽しめることを見つけ

たいと思います。つらいことがあってもそれと同じくらいやりがいや楽しさを感

じられるような仕事がよいと思いました。 

（3組 女子） 

🔵職業に就くまでの道のりは様々であることや、働くことのやりがい、辛いこと、

想定外のこと、働く意義をわかりやすく伝えてくださったので、とても集中し、

興味をもってお話が聞けました。特に、お話の中で印象に残ったのは、人との関

わり合いについてです。本当にいろいろなお客様に出会い、その人に合わせた話

をしたり、「ありがとう」という言葉の重みを感じたりと、人とのつながりから

いろいろなことを得られたのだなと思いました。お客様に車を売るという営業の

ことばかりに目を向けず、お客様の気持ちを考えて対応することで、売れたこと

があったというお話を聞いて、自分のことだけではなく、相手のことを優先する

ことは大事だと知りました。将来、働く中で、一人で作業することがきっとある

と思います。大変なことですが、判断力や行動力が身につくと話されていたので、 
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大学入試一般選抜の第一関門である大学入学共

通テストがすぐそこに近づいています。情報収集は

大切ですが、周囲に惑わされることなく、最後まで

頑張りましょう。現役生はここからが勝負です。受

験直前が最も伸びる時期です。落ち着いて取り組めば必ず力がつきます。 

『信じる者は救われる！』がんばれ受験生！ 

74回生学年連絡白板より 

「欠席者が少ないクラスは、前向きな雰囲気で学習環境もよい。さらには、進学実績

が高くなる傾向が強い。互いに高め合って進路実現につなげよう‼ 」 

これを見て、受験生の君たちはどう思うだろうか？ 

①本当にそんなこと関係あるの？ 単なる先生の思い込みじゃないの？ 

②ただ先生が授業に出てきてほしいだけなんじゃないの？ 

③自分の受験のために勉強しているのであって、クラスのことなんか知るか！ 

いろいろあるとは思いますが、この 3点について解説しましょう。 

①先生の思い込みではありません。実際にかなりの確率で関係しています。それは、

先生方の経験から明らかです。夢野台だけでなく、他校も含めて君たちの先輩方

を長年見てきた経験に基づいて言っているのです。逆に、君たちは大学受験の初

心者です。経験のない君たちがこれを否定するなら、それこそ思い込みではない

でしょうか。 

②「授業に出てきてほしい」その通りです。それは否定しません。教科によっては

3年間、科目によっては 1年間、計画的にやってきた授業のまとめの時期に休ま

れると、今までの授業が台無しになる。これを百歩譲って教師側の都合だとして

も、実際、それだけではありません。高校はゴールではなく、通過点です。高校

生活の中で何かと思い通りにいかないことがあったとしても、希望の進路を実現

すれば満足して卒業できるものです。出口である進路はそれほど大きな意味を持

っているのです。そして、そのための授業であり、授業計画なのです。だから授

業に出てきてほしいのです。 

③一理ある。その立場で話をしよう。自分が自分の進路実現を果たせばいいのだ。

一人一人の積み重ねが学校全体の成績（受験結果）となる。なるほど、積分の考

え方である。そこで問題になるのは、学校を休んで家で勉強したら合格するのか

どうかだ。これも先生方は長年の経験上、「受験が迫ってきて、焦って学校を休

む生徒は結果的に志望校にはほとんど合格しない」のです。もちろん０（ゼロ）

ではありませんが、志望校合格率は極めて低いのです。くどいですが、経験上そ

うなのです。では、なぜ志望校合格率が低いのか？私が思うに、受験直前になっ

て焦るということは、それまでの計画がうまくできていなかったということ。つ

まり、計画性のない受験生だということ。そんな受験生が焦って勉強したところ

で、成功するはずがない。受験勉強というのは、ゴール（受験日）が決まってい

て、そのゴールに向けて逆算して計画して進めていくもの。それができてこなか

った受験生が突然焦って勉強して合格するのなら、そもそも受験勉強なんて必要

ないことになる。みんな計画を立てて受験勉強をするのはそうしないと合格しな

いからでしょ？それをしてこないで直前に焦って家で勉強したところで合格で

きないことくらい、考えればわかるはず。 

いろいろと書きましたが、何よりも、自分が計画性のない受験生であること、やる

べきことをやってこなかったことを自ら露呈していることに気付かないほど追い詰

められているということ。落ち着いて冷静に対処しなければ、物事は上手くはいかな

い。直前に焦って取り乱すことは、周囲への悪影響もさることながら、自分にとって

もメリットはありません。冷静な判断を求めます。 

進路指導室よりエール 

一人でがんばることも大切だと思いました。高校での勉強は必ず将来に役立つので、

努力を楽しんで頑張っていこうと思います。 

（4組 女子） 

🔵営業に必要なことがとても多くて驚いた。また、将来の職業に勉強だけではなく、

コミュニケーション能力がとても必要なので少し焦った。仕事をしていて辛いことが

あったけど、それを乗り越えたら仕事のやりがいを感じられるので、仕事だけでなく、

今の自分がすべきことをがんばろうと思った。自分も仕事にはマニュアルがあると思

っていたので、今のうちから臨機応変に行動できる判断力を培っていきたいと思った。

（5組 男子） 

🔵今回の職業人講話は私たちと年齢の近い松吉さんがお話しくださり、共感できる部

分が多くありました。まず1つ目は、仕事をする中での辛いことです。数字に追われ

る、とおっしゃっていましたが、私たちもテストの点や順位に追われていると思いま

す。しかし、それは仕事のやりがいにも通じることだと思いました。結果が数字で表

れることは売り上げ台数もテストの点数・順位も同じだと思います。このように私た

ちと同じような所もあれば、高校生にはない辛さもありました。だから高校生は社会

に出るための準備期間であり、新しい辛さもたくさん出てくると思うので、辛いこと

から逃げないようにしようと思いました。2 つ目は、今勉強していることが必要にな

ってくるということです。以前から先生方にずっと言われ続けてきましたが、正直、

本当に必要なのかなと思っていました。しかし、教えるという職業ではない松吉さん

が話されたのを聞いて、本当に必要になってくるのだと思いました。今まではテスト

のためだけにしか勉強してきませんでしたが、将来役立つように自分でも積極的に勉

強していこうと思いました。 

（6組 女子） 


